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来る 8 月 14 日（日）

三輪精舎、恒例のお盆の

供養が行われます。80

周年の記念式典が行われ

る為、墓地清掃が 7 月

26 日（火）に行われま

したので、この度は軽清

掃を 11 時半ごろから致

します。 

ご都合のつく方はどうぞ

ご参加下さい。 

終了後、近くのコーヒーショップで軽食をご一緒い

たしましょう。 

 

日時：8 月 14 日（日）11:30－12:30 

場所：Hendon Cemetery &  Crematorium 

Holders Hill Road, Mill Hill, London NW7 

1NB 

週末の為、地下鉄等、交通機関が不通のことも有り

えますので、ご確認下さい。 

地下鉄 Mill Hill East ( Northern Line )下車 

又はバス利用 Golders Green 駅より、バス

No,240。Bus Stop ( Hendon Cemetery ) 

fujita@japanassociation.org.uk 

0793 045 5026 

墓地管理部 藤田 

☆   ☆   ☆ 

 

熊本県よりお礼状 

先月の会報で皆様からお預かりした義援金を無事に

熊本県庁にお送りした旨ご報告致しましたが、それ

に対して蒲島熊本県知事から下記のようなご丁寧な

お礼状を頂きましたのでここでお知らせいたしま

す。    熊本県人会代表 Momoko Williams 

 
謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げ

ます。 

 この度は、平成二十八年熊本地震に際し、多大な

る義援金をお寄せいただき、熊本県民を代表しまし

て、心よりお礼申し上げます。 

 被災者の方々におかれましては、様々な面におい

て不安な日々を過ごされていることと思います。そ

のような中で、貴団体のお心遣いは非常に有り難

く、県民の明日への希望につながるものでありま

す。この真心が被災者の方々にしっかりと届くよ

う、大切にお預かりさせていただきます。 

 私も一日も早く県民が安全・安心に過ごすことが

できるよう尽力して参りますとともに、貴団体から

のお気持ちにしっかりとお応えできるよう、復興に

むけて最大限の努力をして参りますことを固くお約

束し、貴団体のますますの御発展を祈念しまして、

お礼の言葉といたします。 

謹白 

 

  平成二十八年七月六日 

  熊本県知事 蒲島郁夫 

 

英国熊本県人会 

会長 ウィリアムス百子様 

☆   ☆   ☆ 

 

青年部 TEAM SMILE 活動報告 

第 4 回 SKT88( S=シニア K=キッズ Together) 

6 月 26 日（日）開催 

子供 12 人 大人 31 人 計 43 名の参加でした。 

※前回から JA 会員の方は会費無料となりました。 

 

ニコニコ元気な子供たちの笑顔からシニアの皆さん

も元気を貰ったようでした。 

『夏』をテーマに海の歌を皆で歌い、夏休みの想い

出を語りあったり大人気のカルタと「だるまさんが

転んだ」や「はないちもんめ」で盛り上がりまし

た。 

踊と合わせて歌う「ドレミの歌」と手遊びの「茶摘

み」は次回の宿題に！ジャパン祭りソングのダンス

も皆とても上手になりました。次回はお習字をやり

たいと思います。 

ピアノ 徳永きょうすけ  歌・踊歌 鈴木ナオミ 

Tamae Parker. 

 

ブログと写真はこちら→  

http://ameblo.jp/skt88naomi/ 

 

  

 

・青年部 TEAM 

SMILE は シニアとキ

ッズの交流会

「SKT88」の他『頑

張る女性を応援する

会”ジャンヌダル

ク”』『テニス会』 

『日本の文化を広げる会』など、沢山のイベントを

企画しています。詳細を順次 Facebook やホームペ

ージ、メールマガジンなどでアップデートしていき

ますので是非ご参加下さい。 

mailto:fujita@japanassociation.org.uk
http://ameblo.jp/skt88naomi/
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担当 鈴木ナオミ 

naomi.suzuki@japanassociation.org.uk 

07796-144-338 

 

日本でのコンサートツアーは熊本地震復興支援チャ

リティーコンサートとして開催し 3,700 人の方や

東北の子供達と会ってきました。 

募金箱には 227,673 円集まりチケット、ＣＤ、グ

ッズの売り上 げの一部と一緒に被災地へ送りエンタ

ーテイメントを通じた熊本地震被災地の支援活動の

活動費に使っ て頂きたいと思います。 

3 月のロンドンでのメモリアルコンサートの義援金

の送り先の活動にも参加してきましたのでご報告い

たします。別紙をご覧下さい。 

 

●熊本震災応援メッセージビデオ  

https://goo.gl/qTPWMm 

鈴木ナオミ 

☆   ☆   ☆ 

 

二水会 7 月の報告 

日時：2016 年 7 月 13 日(水) 18:30～20:00 

会場：St James's Church, Piccadilly 

演題：「フレグランストーク」香水と音楽の共有す

る世界 

講師：橋本美弥子 

プロフィール：英国王立音楽大学卒業。イギリス、

日本、インド、スリランカ、イタリア各地で演奏、

Meridian Record より 2 枚の CD をリリース。現

在は、The Perfume Studio 社のパーフュームスタ

イリスト、及びフレグランスデザイン講師を務める。

名門調香師フランソワ・ロベールの下に研鑽を重ね

る。 

 
7 月 13 日（水）の二水会には、橋本美弥子さんに

お越し頂きました。前半は、香水にまつわるお話を

伺い、後半は香料体験をさせていただきながら、橋

本さんご自身の「香水と楽器演奏の共有する世界」

のフレグランストークを楽しみました。 

 橋本さんは、子供の頃からイギリスにお住まいで、

香水は洋服を着るのと同じような感覚で纏われてい

たそうです。香水を着けていなくて、あわててドラ

ッグストアに買いに行ったりもされていたそうです。

子育て期には香水を纏う事をやめていたそうですが、

再び香水の世界に戻ってこられ、The Perfume 

Studioｓ社でパーフュームスタイリストとして香水

に携わっているとのことです。「音楽で培った感性

を活かしながら、私も何か、私なりの感性で、自分

の感じるものを人に伝えたい・・・コスメとしての

香水ではなく、芸術としての香水を啓蒙していきた

い」という想いも語っていただきました。 

 「日本の香道と西洋の香水?美しい匂いを愛でて

慈しむ」という新聞記事（2015 年２月）について

もご紹介いただきながら、５９５年に淡路島に香木

が漂着したことで始まった日本の香り文化について

もお話下さいました。平安時代には貴族のたしなみ

で自分の人格の表現だったりしたこと、香水を身に

纏うのがとても苦手な日本人のこと、癒しで使われ

るアロマセラピー、精神美、自己表現、調香師に関

するお話もして下さいました。 

 実際の香料を嗅ぐ体験では、「これは何の香りだ

と思いますか？」と問いかけて下さり、その後、

「私がこの香りから感じるのはこの曲です」と楽器

演奏をして下さいました。すずらんが揺れているよ

うなイメージや、アットホームな心地よいイメージ、

明るく元気な水のイメージ等音にして表現して下さ

いました。 

また、ロイヤルウエディングの時にケイト・ミドル

トンが纏っていた ILLUMINUM の White Gardenia 

Petals というくちなしの香り、知性のあるひきしま

ったフローラルの香りの香水も試させていただきま

した。 

 最後に、初心者向けに良い本がありますか？とい

う会場からの質問には、『調香師日記 ジャン＝ク

ロード・エレナ』をご紹介いただきました。 

（参加者 22 名） 

８月二水会はお休みです。 

☆   ☆   ☆ 

 

福祉部報告 

福祉部支部活動報告 

南支部懇親会のお知らせ 

日時：8 月 26 日（金）12:00 より 15:30 

会場：SAKURA レストラン(韓国系 日本食) 

住所：39ー41 High Street, New Malden,Surrey 

KT3 4BY 

電話：020 8942 0219 

最寄り駅: National Rail/New Malden 駅           

駅より 150 メートル位歩いた右側で入口はビルの

脇、1F 

締切：レストラン予約都合上 8 月 20 日(土) 

会費：JA 会員￡11 前後 

担当者：川西弘子,小野宣美 

連絡先：川西 

電話：01932 248 142 

携帯：07979816673(当日のみ) 

メール：a.alibert@ntlworld.com 

小野 

電話：020 8973 1962 

携帯：07528402346 

メール：nobumirobins@yahoo.com 

 

ランチボックス 3 種類 と ビビンバを用意していま

すので、出席申し込み時に一つお選びください。 

1. 穴子丼、さしみ、細巻き 

2. 細巻き、裏巻き、にぎり、餃子（野菜 又は 肉） 

3.さしみビビンバ（チラシスタイル）、天ぷら、に

ぎり 

mailto:naomi.suzuki@japanassociation.org.uk
https://goo.gl/qTPWMm


JA Web Page: http://www.japanassociation.org.uk/                   忘れな草 Web Page: http://www.wasurenagusa.org.uk/ 

4. ビビンバ（韓国） 

ランチボックスの 1,2,3 は £11 

ビビンバ は £8.40 

お茶は別料金 £2 

お支払いは釣り銭の出ないようお願いします。 

多数の参加お待ちしております。 

 

北支部懇親会のお知らせ 

日時：9 月 9 日（金）12:30～14:30 

会場：Cocoro Restaurant 

31 Marylebone Lane, London W1H 2NH 

最寄駅 Bond Street） 

Tel：020 7935 2931 

会費：￡13 

担当：ウィンター千津子 / スコット純子 

連絡先：電話 02082482883/02083409063 

E-mail Address 

chizwinter@icloud.com/sumiko.scott@btintern

et.com 

 

北支部懇親会は、Cocoro Restaurant で行いま

す。Cocoro のいつもの美味しいお弁当です。皆さ

ん奮ってご参加下さい。 

前回、参加数の混乱でご迷惑をおかけしたレストラ

ンより、出席者 25 名限定がリクエストされました。

申し込みは先着 25 名とさせていただきます。25

名に達しなかった場合でも幹事がお弁当を引き取る

よう要請されております。申し込まれた後に参加不

能になった場合は必ず幹事までお知らせ願います。

ご不自由おかけしますがよろしくお願いいたします。 

 

東支部懇親会のご報告 

前号でご案内の通り、7 月 23 日(土）にいつものレ

ストラン（Hare ＆Tortoise, Blackfrairs）で美味

しい日本食と楽しいお喋りで午後を楽しみました。

今回は前もって人数を知らせておいたので、17 人

の参加者が会話しやすいように、テーブルを少し近

ずけてセットしておいてくれたり、気を利かせて音

楽を止めてくれるなど、レストランの配慮が嬉しか

ったです。東支部懇親会は基本的には年 2 回ですが、

時が経つのは早いもの、次の懇親会（１月予定）も

あっという間に来ることでしょう。 

 
 

ナルク UK 活動報告 

ナルク UK 例会が 7 月 12 日（火）10:30 より行

われ、以下の議題が話し合われました： 

・ナルク入会申込書など 

鈴木広報担当理事より、「若年層の皆さんはナルク

について大変興味を持っていますが、実際の仕組み

入会方法、などの詳細が分からない状況です。JA

の若手会員を対象とする TEAM SMILE とナルクの

取り組みと連携して次世代会員の取り込みを考えた

いと思います。」という嬉しい問い合わせがあり、

次の例会で真剣に討議する予定。 

・新しいフォーマットの名簿点数リストについて 

使い方を研修。会員間のボランティア利用提供ポイ

ントの移動に関してリストアップ 

・ポイント加算について 

会員によるポイントの自己申請のための得点対象イ

ベントのリストを作成し、必要事項と注意事項を会

員へ一斉メールする。例：紅葉会の受付やお茶当番

は得点対象なので自己申請を奨励する。 

・７月のヨガ・ワークショップについて 

月例に定着したヨガのワークショップは、日本人共

同墓地 80 周年記念式典と重なったため、9 月に延

期 

ナルク UK 関連のお問い合わせ先：Tel:0772 

1201 389  Mail:nalclondon@gmail.com 

 

福祉コラム 

認知症の人の声を社会に浸透させるための挑戦  

「 私は認知症ではありませんので認知症の人と同じ

話はできません。協力者としての話しをさせてくだ

さい。」エジンバラ大学認知症経験者リサーチセン

ター(E-CRED)所長のヘザー・ウイルキンソン教授

が日本滞在中に繰り返し使った言葉である。日本で

は「認知症の人たちだけが体験を話せるのであって、

我々は彼らの意見を支持するだけ。」と英国の認知

症研究者の基本原則を貫いた。 日本の認知症の人た

ちのワーキンググループ（JDWG）メンバー、協力

者、日本の研究者等との会議、認知症グループハウ

スとデイセンター訪問等のスケジュールがびっしり

組まれた今回の訪日プロジェクトは、NHK により

企画され、キングスカレッジ大老年学研究員/JA 福

祉部アドバイザーの Dr.林の協力で実現したもの。 

訪日目的は三つ。第一が日本の認知症の人たちが一

般と変わらない日常生活を実感しているかの確認。

第二は日英の研究者が蓄積している情報と経験の共

有。第三は日英間の知識の交換と比較。「認知症の

人たちの声を社会に浸透させるのは我々全員の責

任。」という原則に沿った研究成果を発表する一方、

デイケアセンターその他の介護の現場で見聞した日

本の卓越した対応に驚嘆している。 

スコットランドの認知症の人たちに対する先進的研

究について教授はこう述べている。「彼らは単なる

参加者から共同研究者にまで成長しています。スコ

ットランドの研究助成機関も認知症の人たちとの協

力による認知症の研究の価値を認識し始めています。

認知症の人が提供する助言や情報が研究に反映され、

彼らの参加がインパクトをもたらすことを常に確認

にすることが私の役割。現在、彼らの積極的な活動

参加がもたらす効果を測定する方法を開発中。彼ら

の出すアイデアも方法論も無尽蔵。認知症の人たち

の意見を中心に据えることが双方にとって望まし

い。」この分野で日本が出遅れていることが日本の

研究者によって露呈した。 

その一方、日本の介護現場は教授陣を驚愕させた。

某デイセンターでは、認知症の人たちが付近の修理

工場の洗車チームに参加して報酬を得ているのに接

し、「人として尊重されていることが実感でき、帰



JA Web Page: http://www.japanassociation.org.uk/                   忘れな草 Web Page: http://www.wasurenagusa.org.uk/ 

属意識を満たしていて素晴らしい。自分で選択する

自由、チームワークへの参加が実現されている日本

の例を土産にしたい。」と日本の現場の対応を絶賛

している。 

スコットランドの認知症ワーキンググループの生み

の親の一人である教授は、日本認知症ワーキンググ

ループ（JDWG）の実情を知ることに熱心で「皆さ

んの役割は重要。認知症の人たちの声が社会に浸透

するためには、否定的なコメントに耳を貸さないで、

粘り強く取り組んで変化を起こしてください。」と

エールを送っている。教授が日本の研究者に提示し

た課題の第一は、認知症の人たちの意見が最優先さ

れるために自主性を保証すること。自主性は時に危

険を伴うが、協力者は自主性を守るための協力を惜

しまないこと。同時に持続可能性も見極める必要が

ある。もたらされた変化や社会に与えたインパクト

の証拠を集めることも重要な課題としている。グル

ープが連帯することで相互に助け合い、大きな変化

を起こす。活発な活動参加と同じ立場の者どうしの

ピアサポートは相乗効果をもたらす。当事者、社会

に変化を起した協力者、支援者たちとの提携強化に

より、単一のグループでは達成できない変化のうね

りを生み出す。継続的でオープンな対話、試行錯誤、

分かち合いが大切であること、英日の知識の交換と

共同研究こそが前進への鍵という方向性を確認し合

って閉幕した。同プロジェクトは 2016 年 9 月に

スコットランドに会場を移して再開する。日本から

JDWG メンバー、協力者、研究者が参加し、NHK

が取材することになっている。 

現ロンドン大学キングスカレッジ老年学研究所研究

員 

9 月以降はエジンバラ大学認知症体験研究センター

（E-CRED）交流研究員 

Dr. 林まゆみ著「Dementia Support」誌掲載記

事抜粋 

 
日英認知症合同セミナーで講演する JA 福祉部アドバイザーの

Dr.林 

☆   ☆   ☆ 

 

理事会だより 

第 195 回  7 月定例理事会の主な討議と報告 

・80 周年墓地セレモニー関係の役割分担 

・JA20 周年祝賀会と総会および忘年会を兼ね 11

月下旬予定 

・20 周年記念誌は 2017 年発刊に延期 

    墓地セレモニー、20 周年祝賀会の内容も掲載す

る 

・若年層会員増加に繋げる活動強化 

・会員部の次年度会費のお知らせは 8 月初旬 

・E 会員の文集郵送希望の追加代は￡3 

☆   ☆   ☆ 

7 月度映画同好会報告 

開催日：7 月 19 日（火） 

場 所：Farm Street Church 1F 談話室 

上映作品『夜の河』は原作：沢野久雄、脚本：田中

澄江、監督：吉村公三郎、撮影：宮川一夫（19５6

年大映京都製作）でした。 

 京都堀川の京染屋の娘きわ（山本富士子）は結婚も

せずに家業の「ろうけつ染め」に心血を注いで来た。

そんな折「ショウジョウバエ」を研究している中年

の大学教授・竹村（上原謙）が現れ、きわは恋に落

ちる。竹村には病気の妻と女学生の娘（市川和子）

があって、きわは妻のある竹村を忘れたいと思う反

面、益々彼を思う恋しい気持ちが募っていく。 

恋する女ごころの激しさ、あやしさ、美しさを心憎

いまでに描いた文芸巨編でありました。 

第一回目の「ミス日本」に選定され、美人女優とし

て大映京都が売り出した山本富士子は長谷川一夫の

相手役として、華々しく登場『花の講道館』『金色夜

叉』『不如帰湯島の白梅』など大映京都撮影所で 10

年間に 105 本の作品に出演した。 

その中でも最初に主演女優賞を獲得した今回の『夜

の河』は特筆すべき作品である。 

次回 8 月 16 日（火）の作品は皆さんの要望で名作

『薄桜記』（市川雷蔵、勝新太郎、真城千都世主演、

森一生監督作品）を上映することになりました。 

（文責 渡邉道英） 

 
帰った人もいて全員でないのが

残念！ 

 
ミーティング風景（参加者 22

名） 

☆   ☆   ☆ 

 

俳句を学ぶ会からの報告 

日時 : 7 月 21 日（木）  13:30ー15:30 

ロイアルフェスティバルホール 

出席者は 9 名、どこかの卒業式と重なって席の確保

に気を使ったが暑さの中楽しい会となりました。 

 

・涼しげに揺れるたんざく七夕に 

松尾美和子 

・若い娘の白き二の腕夏の午後 

マーシー冨美子 

・夕顔の花が増えたり宵の庭 

デニヤ葉子 

来月 8 月 18 日（木）はケンウッドハウスで吟行。 

季題は 『残暑』です。 

問い合わせ先 : 

クーパーのり子    020 7828 5255 

☆   ☆   ☆ 
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スケッチ会からの報告 

7 月 13 日（水）に行なったスケッチ会。 

全員集合 

 
クーパーのり子 

 
グリーブス邦子 

 
シェイラふみの  

田口邦子 

 
竹内みどり 

 
山本郁子 

 
山崎栄子 

 

☆   ☆   ☆ 

 

バラ見会の報告 

7 月 14 日（木）に、毎年恒例の Regent's Park の

バラ見学会が行われ、好天にも恵まれ、19 名の参

加がありました。皆さんと仕出しの日本食の弁当を

ご一緒して腹ごしらえをした後、二組に分かれ、

Regent's Park 内を散策して園内に咲く各種のバラ

を鑑賞しました。そして、健康保持の為、皆さんと

ラジオ体操と炭坑節・東京音頭の盆踊りを行いまし

た。その後、急遽佐野会長にもお声掛けをして皆さ

んと公園内の喫茶室で楽しく懇談して散会しました。 

 
全員集合 

 
佐野会長も飛び入り参加

のティータイム 

 
食後は 散策組と体操組(荷物留守番組)にわかれた バ

ラに囲まれご機嫌な散策組み 

☆   ☆   ☆ 

 

同好会のお知らせ 

1、開催日時 2、場所 3、住所 4、詳細 

5、担当者 6、備考 

＜ウォーク＞ 

8 月はお休みします。（次も特に予定無し良いア

イデアがあつたら川西又は竹内までお知らせ下さ

い） 

＜カラオケ＞ 

1 8 月 4 日（木）13:00～16:00   

2 カラオケ エポツク 

3 30 Brewer Street, London W1 

(徒波書房)の奥 

4 飲食持ち込み自由 

5 竹内 07774 476 293 

6 要予約 

＜スマホ/iPad/iPhone＞ 

1 8 月 23 日（火）14:00～16:00 

  8 月 9 日はおやすみです。 

2 あべのレストラン地下 

3 47 Museum Street, London WC1A 

4 Wi-Fi の接続の仕方とアプリダウンロードと

その使い方などモニターで説明予定。講師なしの 

情報交換の場です。初心者、中上級者の方も一緒

に楽しく皆んなで情報を披露しあいましょう。 

会費無料。JA 会員のみ参加可 15 名程。 

5 上田、浜口（rie036@gmail.com） 

6 自由参加（JA 会員のみ） 

＜スケッチ＞ 

1 8 月 10 日（水）11:30～ 

2 Golders Hill Park 

3 11:30Golders Green 駅改札口集合 

5 竹内  0777 4476 293 

6 自由参加（JA 会員のみ） 
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＜映画鑑賞＞ 

1 8 月 16 日（火） 

1 12:30～15:30 Farm St. Church 別館 

（30 分早くなったので要注意  弁当持参

OK） 

3 114 Mount Street, London W1 

4 「薄桜記」森  一生監督 

   主演：市川雷蔵   勝新太郎 

5 渡辺 07783426113 

竹内 07774476293 

6 要予約 

皆さん『Freedom Pass 』を大いに利用して外

に出ましょう 見聞を広めて楽しみましよう 出た

くなくなるのがボケの始まり 同好会は会後のお茶

や食事だけの参加も可 ぜひお出かけください。 
 

☆   ☆   ☆ 

 

会員部からのお知らせ 

毎年 8 月中旬ごろには 10 月より始まります「17

年度年会費お支払い」、並びに「ジャパンハウス設

立基金募金」のお願いを全会員に郵送にてお送りし

ております。 

今年は 8 月 15 日過ぎに発送を予定しておりますの

で関係書類を受領後は速やかに更新手続きをお済ま

せ下さいます様お願いします。 

昨年の 8 月以降に住所変更届を提出されていない会

員は速やかに新住所を会員部までお知らせ願いま

す。 

尚、更新に際し疑問などありますれば下記のメー

ル、或いはお電話にてご照会下さい。 

 

新入会員：（636）ティミンズ純子（敬称略） 

退会会員：なし  

現在会員数：317 名 

 

尚、組織・会則を希望される会員には配信しますの

でご連絡下さい。 

07931 534 166 会員部 飛田まゆみ、

Greeves 邦子、Crawford 由紀子 

membership@japanassociation.org.uk 

☆   ☆   ☆ 

 

第 17 回食べあるき会 

日時：8 月 2 日（火）12:30～ 

Cous Cous Darna Moroccan Restaurant 

306 Earls Court Road, London SW5 9BA 

Tel：020 7373 3030 

参加ご希望の方はスコット純子（020 8340 

9063）OR sumiko.scott@btinternet.com にご

連絡ください。 

☆   ☆   ☆ 

 

 

 

 

 

 

 

文集部からのお知らせ 

『英国春秋』秋号（29 号）

の原稿募集を開始いたしまし

た。 

皆様の日頃の思いを、随想

文、俳句、短歌、時評、劇評

または短編小説などに綴って

いただければ嬉しいかぎりで

す。秋号発行は 10 月中旬を  

予定していますので、一人でも多くの会員の皆様か

らの作品をお待ちしております。 

秋号特集：『私の理想の人』         

      『私の初恋』 

募集要項 

タイトル：フリー又は上記特集 

字数：A4 2～3 枚 （ワード添付） 

締切期限：原稿常時受付け（大体 9 月 20 日前後） 

文集部 

☆   ☆   ☆ 

 

ご報告 

去る 7 月 11 日（月）O2 Arena にて執り行われ

た、チャールズ皇太子パトロンで Fujitsu 主催の

「’BITC Award Ceremony」にて我らが廣田丈

自さんと「London Taiko Drummers」が演奏

し、チャールズ皇太子にご接見とお言葉を賜りまし

た。太鼓演奏も大変お喜びになられたようで終始笑

顔でねぎらいのお言葉も賜りました。大変貴重で幸

運な事でもあるので、その時の記念写真を会員の皆

様と共有したいと思います。 

 
 

☆   ☆   ☆ 
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